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著数セ 至方斜採泊四地ク 査
手ノ ーー JV レ 面屠油 i也屠ブi E建 J、

ク分匝 , 
ーー ア I出 ノ ーー ノ 謹 厚j、

勝骨l域斯接 , 
ーー 合匝凝 ジ 治

貴久 ア ク展ア
、 於油別双地三

ジ Lノ , 採 ジ原ヌ 屠 ジ岩下十

タ J、 プ 油夏倉 J、 .＞＇、 タ屠ノ ....... ，、
JY 一 組匝ュ 下三 田 レ ヲ 地年

ヲ 井出域飯壷僚島 ト 原質 』ー

以－ ~tll ト 岡地 ノ 凝毛棚橋施

プ 日 量井川ノ 背荻原康浩行

僅ー ...、 数 ヲ油斜岩棚凝 J、 セ

ヵ石一 ト 越 井暦 ＝ 民放ー , 
、

一世 一一 ケ .. ，、 ニ:c. .＞、 ノ 該凝岩層 爾、
鍍満月 著ア質外蛍~桜明後 四

業タ鞠iジ見ユ ーー セ岩瀧瞭今、
ヲ テ ク ク子此抑j /V 楼凝 ト 日

維 JV 四増ブi JiJr 民 ＝， 瀧~ナ ーー

持ノ 千大 商ニ ヨ ト 凝岩 レ至． 



ア頁列 ア 同至ノ 延斜回（ニ）地 ニ寺

9 岩皐 9 野 フ 露豆 ア南砂質至泊｜、 、
ニノ .A 郎町ス 出 v 9 部岩 ρ ノV i由、 、
ニ 互 ν チ 直 聾ア 西ノ 頁第問田

ノ 暦 J、 刈域 散尼方 I也岩三酉

試（五）（ー）初 ス瀬 ーー 層ノ 来日 方 J、

撃砂砂郡小 ノV 油 ア J、 互層 J、西

ジ岩岩間千 所岡 JV －屠 一ー 殆山、
タ 頁及野谷 ア ノ 毛般 f三）ジ ン油

ノV 岩黒町 ~UI 9 主 ノ ー頁 プ ト 田

露及色附田 ア背主商岩下絶ノ
－－－‘、

ア蛍頁近 ト 試勃軸束化部壁 ~t
)V 岩岩ノ 頚 盤軸ユ 品石 ヨ ヲ方

宅 ／ ノ 地域 ジ ーー ジ緩屠 9 以 a

未瓦互域油 タ 連ア 税 ヲ 列ア 連、
タ居屠ナ 田 JV ν~~I）ス 介記其績

好 ユ（ニ） 9 東 ::r 9 本 ν 在 ス 以 ジ、 、
果 シ黒之部 ト 本ユ ト ス ν~t 7 、．． ，， 

ヲ プ 色 ヲ ト ア匝於 宅（四） .，＞、 川豊

牧略頁構ノ JV 域ア 郷砂（ー）絹地

よ‘ 商岩 成 問 毛 ．ー司副 海 本岩黒緩状、
)V 北（三）セ ーー 来 J、 中渡（五）色斜ヲ

ーー 品砂 JV 所 タ 所ュ 議粘頁 ヲ ナ

至走質地 々 好々 夜 間 土岩以 v 
、 、 、

五

ラ ν 頁屠ユ 果 ーー ミノ ー” 砂 凝ア尼、
ス JV 岩 ヲ 石 ヲ石更 J、 及方正海淵

一（四）下油 牧 ~llJ 一回 ニ磯岩ユ ヨ
~、

背砂部ノ よ‘ 及南保ナ合臨 9 

斜岩 ヨ 露 ノV 克方 ノ リ 油メ ~Q~ 、
屠及 9 頭 ユ斯 一一 背 ~llJ 層 リ 本

、ー＿.／ 、
、，
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’む

竿屯百ア床中四本品大宅於ス地｜

島／分硫ヲ生園邦於ノ鉱：アノV 方

ノ少中葉月五層品各ク闘床 施 鍍 ナ

東ナ三及胎 之於地ノV 係ノ行床ノν

部ヵ乃餓 Jスユアニ銅ヲ成セノト
、

川 ラ歪品主i i火銅於鎖有国 fV 概共、
J ~ 七宮鎖ク鎖クノセ其油開＝
、、

石 本＝ミ石結床 JV 朕 9 賦回査役、
及年シ 概 J、品ヲ鍍態而存ヲ J、来

九度アる主片脹床銃シノ除巳開

町二中ア ι 岩胎＝記，.賦キニ皆

方於＝著黄系セ就ノ日態ア 略 ス

面ア J、 v 錨 J、 JV キ如本等 J、結へ

ト踏硫ク鎖阿岩研キノ訓示了キ

ス 査酸桂ユ 波 層 究 ヲ 鍍 稼タセ有
~ 

セ製酸葉伊、p、セ以産行殆 y 望、
JV 遺品銅 猿結 ンア 物上ン其ノ、
J、用乏鍍土品コ第中最ト精地

阿 トジヲ佐片トー銅毛質 調 域

波 v 合、 密・ノ岩ヲ品鍍必施査タ

北ア銅雑ニ系期之ノ要セ ニ ノV

部始品セ園ヲスカ位＝ラ至へ

及メ位 JV .：.第 調置シ ν ，~ 、
伊ア J、宅跨ー 査前，.タア蓋

諜探ーノ 9 ト 昌述事 JV J、 ν

F 掘般ョ数ジ 着ノ業屯縄本、
西品品 9 多古 手 如経ノ Y ずlS

端堪低ナノ生 シク替ナ本＝、
佐フク JV 銅層 進四 a ジ所賦

、 、
田 JV 銅 随鍍及 ア岡王而ユ存



岩所 リ ノ 事 一 友向層片接狭高 M、 、
ア 謂 1t 度開 i丘中 斜 ニ岩セキ 山波

') 大納 ヲ 掘 ~ 西屠該ノ JV 峡 ト 国、 、 －
又崩部 減 セ ヲ 一 ヲ 嘗薄北谷 締一
赤 壊 ナ シ’ フ 以細 7・ コt 層部ヲ ス 内

餓片 JV 昔 L〆 プ 等 ス /V ーヲ ユナ へ結、
鋸 岩 吉野タ 比諸 j恥 宅交於ジ ヨr 品

ヲ ア 野川 ノV 駿鍍方 ノ フ ア道＝ 片

合 ') ) ii ヨ 鎖的 山商ナ JV J、路非岩
、

－－、．． 其 横 ') 床便 ノ ーー ') 毛織未サ 系、
絹 上谷市 一．． 宜鏑 J、岩ノ 泥タ JV ノ

先 一ー ノ ー．． H~ ノ 床徳居 a 片多毛 llJ 、
ヲ J、 大距 ν 位其島 J、 ν 岩ク四地

放石崩 ノV 著置他大主ア 及開園 ，，、

7 墨壊 :2 ジ ヲ 未瀧＝瀕石ヶ山高

JV Jt tえ ト ク 占開 山西顕墨ス地サ、 、
帯 岩貞二 優 メ ノ 持微動片地ノ 千

紅多 泊三 v 又鍍部北 ヲ岩質通五、
色 17 川里 ') 鎖床康ノ 有 品川性 l'f

ノ 内 ーー 一ー ト 量 ノ 石走・ス紅椛 ト 米、
片・ 一申 於 ジ ス ーー 露東 向 JV 簾言ジ ーー

、
岩色 う？ プ 南於 頭山 ヲ 毛片ス 7 違‘ 

、
ア 少 重方ア ア 川有 ノ 岩レ 渓ス、
9 事／ 下要 ーー 屯 ') 田 ジ多絹 J、谷ノV
、 、
背ク 部 ナ 於商共山一 ク 雲古 J、 ;(: 

、
斜淡 ーー ノV 7 方 ーー 久 二 所 母 野深ノ

軸 キ 風背 J、 ーー 北宗ノ・謂片川ク稀、
ヨ 千品 ス 糾結於方大背三岩卒刻 ーー

、
') 色 へ居 品ア 卒内耕波藍地マ シ

、
l 南 片 キ ア 質従原佃及川閃エ L〆 ラ

． 
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八



九

:¥ j妻 J、枚アノ於函一時鍍未此 比 方

｜ ス約ノ鴨如アノケ蹟床夕方シ ι、
厚東規島ク各久月石ノ良商大 J、

サ 西則停坑 毎 宗 五 ヲ 露 好＝差岩

J、 ι 正車外・ 月 川 六 産 顕 ナ J、ァ質

卒ジ ジ 場 設 一回十出 J、ノV 組 9 特、
均アキヨ備高山高セ数毛谷背昌、、
一北鍍 9 中貫大賞 JV 多ノ腕耕千、
尺方 E雲南又内内中毛アナ鍍軸枚、
除三ア方 J、外卒西ノ 9 ク山附岩

品十 9 ー休ノ野鎖少ア探 2え涯様

l シ度ア里業錆大山ナ之鍍其品ヲ

7 乃従ニ中石内 J、シヲモ 他 J、塁、
膨至来寸ニヲ及一英稼亦数 野 シ

大五主町属採佃ヶ内行充多 々 最

セ十ユ昌ス掘友月持セ分ノ脇北
、 、

ノV 度採ア持ジノ約部 JV ナ鍍釜ノ、
｜所ユ掘 9 部其五十鍛錬フ床脇幅

J、傾セ鍍鍍他鎖高山山ス露竿狭

四斜ラ床山‘ J、山賞 J、亦 頭卒キ

五 シ ν 品川何及ノ其少 ア等所

尺延タ J、 名 ν 腕鎖支ナ 9 諸諦

乃長 JV 本西屯鱗石山カ ト鎖三

至束屯鑓郡探山ヲ j英ラ 雌山波

入商ノト 附鎖等産石テ 従ノ川

九二ナ 綿野中ノ出鱗ノV 来鎖居

尺千 9 ス村叉小 ν 山号 ノ床ノ
、 、

品尺某 へ 品川鎖川ト調 成ア岩

l及除走キア 東 山 田 共 査 績 9 石｜

！ フ品向－ 9 山ユ方ニ官 J 、 f111l ュ｜

一 日
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i ~ * ..所搬 スヲリヲ ν 散附必

走層 港在 二へ構山謙示 9 在近ジ、
' ＿，、シ地不ヵ成ヨノシ其ジユモ、
北概ア ユ便 フ .A ') 西水内而露整、

一 言製於 ヲ ス 其 南 部 準 川 毛 出合、
傾ス煉ア 戚然南西 附田岩セ ’l!: 

斜 レス 製セ レ側品 長近山層ノV ' v .＞、 煉ス ト ，，、 向潰及鍍ノ 鍍 ト
、 、
升 分 .7. 随 屯 乃 y ノ 我山研床云

水水 JV j' ？毎チ ｝商以 J、 兜，、 フ

嶺嶺 毛此 一ー 西蓮方下最品 摺 ，、

以附 ノ 地近宇ノ 喜品 宅 ヨ 曲 jJ 

北近 ナ 方
ヨー

和分多方重 JV 及、 フ

ーー l:?. ク ーー ヲ ノ 水西 7 要 ユ断 J高
、 、

於其 多於以鍍嶺宇屡ナ Jt 唐 川

プ 商 タ ク プ 業 J、 草日 々 JV 多 ーー 回
，，、 透 .＞、 JV 喜地佐南斑屯 ク ヨ 山

必 ・ー・． 入鏑木品 田郡銅ノ J、 , 
方

や’於 幡山川 シ宇界鎮ニ ))lj 接面

毛 a司， ． 演 J、 ノ 7 島 ーー ノ シ 筒動 ーー

山 J、 i母其上；遺品 笠多ア ノ ヲ 在

脈山 外採流路連ユ量平屠受 JV

ノ 脈 ノ 掘地除ナ ノV ヲ 均位ケ 前

走 ト 佐セ ヲ 悪 ') 入産精 ーー タ 記

昨］ ！司 島ノレ除殆此百出煉属 JV ノ

ーー 三／ 或鍍ケ ン地ニ シ 歩 ス 小 五

一・ ク J、 石 J、 ト 方十タ合 へ匝鍍

致 西 女 チ 瓶事ノ 米 ') 入 ~ 域山

セ 商 岬鱗 ネ ヲ 山 ノ 九 ヲ 内及

ス 西 ーー 山運遇軸出 分全日 一ー 其：
、

ベ’ー



片ノ 此 紅 久 へ鋳高枚岩決西此商

岩地等色山 J、床手ノ 等岩 二反方
、

ア チ 地駐雨厚 ア片紅諸 ヲ 沈事 ｝ ＝, 除 方岩鍍 ~ 

' 古色鎖合メ ノ 畿、 、 、
緑ケ ーー ア 山紅真園陸山 メ JV 爾多

色 J、局 , ノ 色品谷岩ノ y 背傾ノ
、

‘ 
片本部九鍍ノ 西四帯鏡石税制 A、
岩地的町床岩方 天ア 床墨 軸ノ 年

ノ 域ユ ノ ア層 ＝主、
, 

J、質 ア軸島

背 J、 蓄を東 , 
ア背田、 ブ 其片 JV 部 ヲ

制悉遺品 1~1 斜ノ 時中岩 ヲ 一由 ナ

軸 ク セ 於背ア 軸窪＝ 一曲 ア示 J、 セ
、

以 線 JV ア 耕紅 ヲ及紅粧 , セ傾 Jν
、

商色 毛 屯軸簾迫鑑簾胎誕 9 斜地、
ノ 片 ノ 亦 J、石踊カ石 セ上其 商方

走岩ナ其西 ヲ 5〆 品 ヲ フ ーー 軸 西＝

向 ヨ ノレ大方合宮上合 ν 至部或於

傾 , :::1 露ユ メ 内方有下厚ニ J、 プ

斜 ナ ト 出沈 , ノ ーー ス部ノ J、西 J、
、 、

一ー JV 叩1 ヲ ＝、＝ 此 商在其品 線最ナ商

見 ~ ナ 見 ｝＂ 岩北 JV 附位色東 JV 方

JV 只 , 
JV 成・櫛谷王近ス 片的 :::1 ーー、 、 、

ユ入而蓋安ノ ヲ f専 ノ 線岩チ ト 傾

川幡 ジ ジ鍍 ~ft 越比唐色 ア 下多輔

ノ 演ア 此山 近へ羅位片 9 部ク ス
、 、

石＝ 背租ノ ｛ ー うF 等ユ 岩上品 即 y

鴻近斜ノ 下 J、伊諸 J、 J-P 山嘗 チ ぷ量
、

ノ ク 軸粧品 大方鍍出 ーー 梶 ') 此ノ

爾黒 附岩 J、 曲＝ llJ ノ ，，、 谷ア 慮多、
側色近 J、又及向ノ 奥数布石 ζ

、
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此 長フ fil ア ノ ト J、 関比附鎖 JV ノ

ノ タ ス ーー 従各ス竿甚羅近床如岩、
如四 ν 最来所随賦タ 鉱・ ノ J、キ石

ク 方 7 よ正 多 ーー プ ヲ 多 山鎖蹴西川

鉱： ュ康多少露露ナ キ 附床ネ方面

山連ク ク 鍍 lU 頭 シ 毛 近 J、 総ユ 方、
ノ 綴散 九 石ス ノ 幅未 ノ 石色向成、l数セ布町ヲノν 長厚タ鎖反片へ茸

山サセ方産モグサ試床岩岩ノV 鍍

甚 JV )I 面出ノ連共掘 J、 及中洗山
、

タ傾是之セ亦 iii品ヲ継総 品降ノ

多 向 ν ー．， ν 多 ス 狭経岩色旺、ヲ 南

ν ァ同 ?Jt. 鎖ヵ ノV 小ヲF 中片胎示及

ノν 種ク 山 11' :e 一由 JV ー．． 岩 セ テ 1L、
雄 ヲー ノ 而 ヲ ，、 ノ シ 毛 存 ヲ フス PIT 

錆故鎌 シ敷 シ少 Jテ
、

ノ 在来ノν 潜

床ナ床ア フ金ナ P佐多 ス メ 、 ノ
、 ． 

J、 , 
J、 其 ν 山 タ 斜 ジ蓋 JV :£: 東、

耳元 種配 J、鍍叉メ 而 シ石造 西

持・ 々列閉山断＝ シ会墨 ヵ ー・．

ノ J、 十 ヨ 層上ア 区質 ーー 連

ナ 岩必＝ 9 多下鏡域片東 績

JV 屠 ジ近竿ク、
品床 ヲ 岩部 主J

ヲ ！中 を タ 島縛延 ノ 通中 』－ー プ

以 一．， 規其西メ 長 j~ ジ 一由 在 背

プ 挟枠内端 ーー J毛 賦ア ア ノV 宗寺

．． 副． 在 ア JI) ーー 同 ｝V J、鎖 , 
九 割！、

鍍 ジノV ノ 豆一 ヲ 梢床又昆 上

山 而ユ 石 JV 鎖普賦ノ 王鎖 ーー

ーー 屯 ア F甘 7 髄通叉露侍山 見



毛尺 ジ員類長 ン安本欠 9 額ア ジ
、

調ニ 』・4 ヲ ヲ ノ ト 鍍地乏是 J、 毛 プ

査這 ケ 採見鍍採山域 セ v 約 一一

首ス 月 掘 ス椅掘ノ ーー ノV 銅二 ケ ケ
、

時 ；v 十 セ 而ノ ジ鍍於鎖位十月 月

J、 号 五 シ 屯延壷床ア 山下高総 鏡

梶ノ 高 号鋸長 v .＞、佐多落貫 産石

谷 ア貫 今石千ア板来 キ ノ ヲ 額十

鍍 , ノ ..＞、 ノ 入探朕多 J、 鴻採六高
、

山川鍍専大百 鎖 ヲ 量否 メ 掘七貰

ノ ノ 石 フ 部尺品 ナ ノ .i.. 採ス 十以

一石 ヲ 探 J、 品位 ジ鉱工へ鎖ノV 高上

ケ 方採 鍍巳 遣事最石ヵ ヲ 金賞 ヲ

H 面 掘 ーー ーー ス ぷ厚 ヲ フ 中 山 ナ 採
、

入 品 A 従殆 JV 大部産ス 止鎮 9 掘
、

九於 鋸事 ν ヵ江十セ セ 山 三／ セ

高 ア床ス ト 如鍍尺 JV ノV ヲ ナ )V 

、
貫 J、 現．採キ 山以 J、 錆除 フ モ

ノ 罷 商時掘 J、 ユ上成 山 ケ ν ノ
、

鍍来商最 シ金 J、 品交 ア ..；・、 明少

石大＝ 屯壷山 三遠鏡 JV 三治 ナ

ヲ 峯緩盛 ジ錆｛曝セ 山 ーー 十四 ク
、

産鏡斜 ナ 一山ノ y 及 因高十該

ス 山 ジ JV ケ ヲ鍍 ヨ 大 JV 貰年 J也

，，，，.最厚 可 月除帯 ト 江 ト ヲ 十方
f 

ヲ ;-e キ 九僅 キ ア ア鎖 錐蹴二 ノ

最盛所町ヵ他 9 フ 山 亦へ 月 盛、 、
't: ナ 上鉱：ェ ー共現 (' 鍍サ ノ 時

多 9 鍍 山四其内時 ス 石ノv 総 ーー
、

v 、 ジニ二 ト 高比 最殆成 ノ ナ 産於

二
四



も1ドp

「一一一 一ー一一一一ー一一一 一一一 一 一一一一一一 一

闘師各布分山銅部函子象伊
一定分寓十二尺縞

今

本
十
ド
ド



園川各市分山銅部西T象fJl
-:e好関トーニ尺縮

下

科側1~11酎 y

iJJ 鎖 ・

湖 1J＜分／

昨 邸 ／，



S号 タ岩 岩｝従品ニ ス
、 ーー 各 ト

ト竿布 JV 中 J、般来露十梶 事／ 百ス、
.. ，、 ノ 街 ヤ ーー 阿ユ 本頭閉・谷

、
プ 聞大

特賦賦鍍分 波鱗邦 ョ厚鍍其 ・除 峯

言己 ヲ 鶴居類 北 層 ノ , ナ 山下 ユ鱗

3』 ナ ヲ ト セ 部 ト 結下最ユ 部遠山

ザ、、 ス ナ 都フ 又 都 品 方 厚 J、 一ー ス ーー
、 、

キ比ヲT ミ／ lノ J、 セ 片 二四略向上 J、

::r 特久 得タ別 フ 岩百尺同 ヒ 中三

ト 異 ミJ ，、 ,/V 子 ν 系ニニ 平通ノ 保

ナ ノ ラ キ 宅方 タ 中十達面洞 鎖 ノ

ν 現或 屯 ノ 面 9 、 ーー 間ス ーー 開帯鋸

ト 象｝ ノ ーー ノ 然埋掘 JV 在襲 J、 柑

:{: .＞、 定 J、麗屯 Jν 臓進コ JV 中 巳 ア

亦西ノ 事セ ノ ーー セ セ ト 一 ナ よ品』 9 一 、
他宇方 l!1 9 ト 西 フ 9 ア 保 , 採 ~if!

、 、
地和向少而大字 JV JV ノ 一 掘 常

方方 ユ敷 γ .:::. 和 、 毛鐙 ケ シ幅

ーー 面ノ ーー プ 趣郡黄 平帯 月 査十

於ノ 、‘ 、 過某 ヲ 方餓 均 ア 』 L
ジ 間r、 、

7 鎖長 ヨp 埋具面鏡 一

’ 
f埼 目厚

、
其床ク ス識 ノ質 尺一貫 下サ

、
例 a 延多 セ ス 鏑ノ 内 J、 内下ニ

決於豆数 JV " 床銅 外幅外 部 三

エ五

~ ア 事I ＿.、 銅雌ノ 鋸 ナ 一
ノ ノ 尺

、
7 甚嬬石鎖従如床 9 十鎖鎖：ュ

、
少タ狭炭床来 キ ノ 坑問石棺 ジ

、
j) 著 キ層 ノ 結 J、多 道｝ ヲ 採ア

フ シ帯 ノ 形品其数 .. ・、 ... ・、 採鍍長

ス ~ 叉如朕片母，、 巳幅掘中
,. 

、



原此 ジ 石 易 ::% 稼 :r: 決断j大キ へ随

生穂 プ 鍍 一由 ト fi 議 る／ 記ナ J、 キ ア

設鱗其 山本僅 セ カ ア ノ JV 断 ::% 一
及 床開 一－ 山 ーー フ . .::. 石如竿屠 ト 般

鍍 / 厚 J、 ヲ 十 L〆 放 炭 ク錨＝ ア 一日
豚 成 ヨF 最 開数 jl 業屠此ノ ヨ JV 此

説 悶鈎初逮尺 9 ~ ーー f'if［群リ ヲ 等、
ーー ーー ノ セ 一一 某 ，、 J~ ノ ヲフ ま象 岡

開曾坑 ミJ ミJ 奮 カ ス 鍍援本期種

後 ~ ジ道所 / 坑 フ ，、、 床見鎚セ 類
生 プ タ 一ー 以 一 ーー サ キ ユミJ / .＞、 ノ

説 J、 JV 於 ナ 尺 ツ JV 宅 於タ跡稼鏑

是 内 .＞、 7 リ ノ キ J毛 ノ テ Jν ヲ 行床、
ナ 外敵 J、 之膨 .7 ノ 一樽 日 ，、ヵ失上 .::. 

1) ノ百 初 一ー レ 見 ア 非錨如ヒ 議於、
此 事尺メ 民 一 ノ：ν 9 ス ノ キ其ス / 、 、
研 者掘ニ ジ 選 －ー．．． 東随厚例鍵，，，，. J、

y，古u:r 開 港三 数 ヒ 一石 プ ナァ先所 自H
，，、 ーー シ 寸年 タ ニ鱗其． J、

リ ヲ ア 言己

素於タ ノ 前 JV 寸 山探ー 探 JY ノ

ヨ 7 ;V 鍛 ノ ノ ノ J、・鎖般 索 ，、．． 長日

9 異後 鰹 開 跡露己 ーー ーー 中 ~ ~ 
、

鏡説 ナ ヲ 接 ア 出 ーー 於甚 ｛再現特

床 ア 迫 一ー 9 鉛 一 7 タ 然 一・－ 異一、
生也 1) ミJ ヒ 係 是 ヨ 百 務不 上持 ノ、
質 鍍 ト タ レ Lノ リ 年 小 規 盤部 J~
串 屠 云ノ＆ JV 古掘 前 ナ 員。 一ー 鎖賦

上競 フ ;{: 東人下 ーー JV ーー 於 山 ヲ

重 M ノ 隣 ノ ス 於鎖 ジ プ ノ 墨
／ 

要 チ ーー 庚容 JV 7 告白 プ E 如 ス

エムハ
一



及年属 ナ ＝本 ヨ号 岩義調於，. ナ

鍍度鍍 ）TY ト邦 屠品 査ア 緊 y、
山 ーー ..；・、 調容ユ 蓋屠司E ス坑要問

統於関 査易於 ジ位 フ JV 内 ナ題

言十 ア ヨ ヲ ナア 論ノ L〆 コ及 JV ナ

ト 九 9 建 フ J、 J高 解 タ ト 坑 毛 JV

ーー 升i非 ケ ス 鍍 JV 明ノV 最外 ノ ノ、
基ノ ム且t: 以北産二ごヲ .；，、 "l: ｝汗＝ ト Z、' 

ヅ 金属 7 米ユ）侠直ノ 要 於ス ナ、
キ鍍 鎖 錆 合掛九タ チ 1！~ ナ ケ 而；安

小ュュ山衆ス サ 一由 ジ , JV ジス

官劃関署長国ノv 1H 
、

延 ト 然鍍 7 我

ノシシ．蓮地調 金 ナ キ云 JV 物 其 園

下其 ;T ノ 質査鍍 p プ フ 一 賦之＝

二端此所 調ヲ調 結ア 従存 ヲ移

仲 緒稀 以査欠査 品可燕ノ 解多

佐 ヲ / ヲ 所キ 片 ナ 我朕決ナ

技開調 明 ノ鎮 ！／＿玉, 9 闘態 セ JV 、
手 ケ 査 ーー 如山 ノ 而 ーー ト シ此

之 9 ヲ セ キ接 精 ジ 於其 ト 積、
ーー m1 施 9 年連 密ア 7 屠ス鏡、
従 チ 行設 々品 ナ鍍 J、位ノV 床

事本セ ーー 鍍 開 JV 物 未上 ーー ノ

－＼＞；所 ν 本産ス 研及 タ ノ .＞、稼, 在 ＝， ヂIS ユノV ’究鎚此闘諸行
会

、
而来 ト 一ー ~t 事 品石貼係種探

ν ノ ヲ 於 ぷ項 開ノ ーー ヲ ノ 索

テ調期 ケ JV チ 連研開精方上

調査 ミ／ JV 品目 安日 ス 究 ジ 密商品

｜査
ト 本金精 JV へ及 プ 一．， ー． 於



一、

JV 因十告示十十 ミ 切！ ト 1lJ 時 m.交材、
一．， ア入・ト 二八岡治 ア ク 代古約料

ヨ 賞ナ年年ニサ ') 野晶 タ 四ノ
、 、

ノνfW ヲ , ーー ＝十年明金入鹿十古、
ト チ以岡始 J、 ー ーー 治山 ') 児 日 ヨp．． ，． 

最~防i ア 三 メ 更年至維ノ プ 島問鹿

其治最十ア ヨユ J、 Y 新如績牒 a 児

主ニ多六百港前 マ後 キ A争 ノ 於島

ナ十 ト 年賀 ン年 プ ーー J、新蜘ア 固

JV 年ス ー由・ ヲ プ ノ ーー 至 高 鎖 キ 仲幅
、

毛両日斯 J、超前 二年 ') 治 山 豊佐地

ノ 後ク 途過年 十 額 鹿 ニ ノ 臣技及

＝産 ーー 至ノ ノ 七 ニ児年接．氏手大、
佐於額三岡五賞十 島 ーー 見 ノ 之分

昔ケユ 百三十鈴質牒四 ア 時 ヲ 岡

ヨノV 時二十七品 ヲ ノ 百 J 代鯛帽

9 産品 賞五貰劃超金九ア 一ー 査地

遺額非齢年除 シ 過産十事己 v ヨ＝ー

棄ノ常 ト ーー ヨ う？ セ 出除業 一ー !A 周

セ靖 ナ ナ J、 9 四 /V 額貰 :(: 盛 ') ス
、

ラカpJI-' ') ］入十 ヨ ヲ ノ 亦 ーー 抑 JV
、

ν J、麗同躍十入 ト 見青漸開 <t 金

タ 稼動三 ジ四賞 J、 JV 金究坑九山

ノV 行ア 十ア 貰除岡ヨユ ヲ 盛セ 州 J、

懸 犠 JV 八二鈴＝ 十大産大 ラ ノ 本

鎖山 J、 年百 ト 激九＝ 出 ト ν 金年、
ヲ ノ 種 ノ 三ナ 増年減 ジ ナ徳山 一

水増 々 三十 ') ジ ア 少 タ ') Jll J、 ー
一、 、 、

カカII ノ 百六同同 JV v JV 殊氏 其 月

ヲ セ 原 四 貫 三ニ ノ ア ::r ーー ノ 起ノ

ー

コλ



現蜘 ' 、 十額果治行三間 )..I 9 JV 罪il

キ 同一 一J、 - = - －ー一 一
セ 十三 9 集カ 用、

ス 金三年多般十 JV 五十蓋金虫II ミ／

＝＝ 山十 ＝大 ζ 三 ト 年六 三／ エえ ク f島、 、
ト 接五 J、 ノ認年製 二年其 Y 明砕

難建年二艶識牛錬産＝ 産 ノ 治 i昆
ジ 一ー ーー 十動セ 尾 ？去額 J、 出額二衆、
鍍大 J、 貰ヲフ 金 ノ ノ十 J、 増十 シ

山 ナ 九除起 v 山 改激二永加八ク、
ノ /V 十 ノ セ其品 良増賞絹 シ年金

災功九産夕方於、
ー・． セ 除 セ ブ ヨ ヲ

害果貫額軍法 7 ア JV 一・－ ス前 9 採、
ーー ア除ナ ζJ、 青 9 ＿，・、 同 シ年 J、 取、
，、 9 ーー 9 牛各化 ~ll 有三ア ノ M ス

甚 ミJ 激 シ尾鎮製 チ 数十岡ニ床ノレ

タ J、 増 宅金山煉従ナ 九 三十叉簡

重宇・ シ 翌．山品 ヲ 来ノレ年十二 J、 使

大 フ タ 三ユ 於施鵠鎖品 五賞河ナ

ナ ，、、 9 十就 Jテ 行鉱：山 J、年除岸 JV
、

JV ヌJ 其．四 7 採 シ混品 一 ノ ーー ーー 製、
.:e フ 産年 其用翌采於貫玉事｝沿鉱

ノ テ金＝成セ 一
｝ ー ブ 除十 ジ ヒ i主

ナ ，.，，，奨 J、績 フ 十 ヨ 鎖＝ 四 7 砂 ヲ

ク ＜（：刷j 三チ レ四 ') 床減貫 四金賞、 、
明 敷金 十 見前年牧ノ 少除十若施

1c, 治宇産七 JV 述 一ー 金富 シ ヲ 一 タ セ

三上税賞品ノ 至 セ鎖 タ 最賀川 JV 

i~ 品尾道除明 如l ') シ部 9 高除底結、
七之止 ト治ク 其 .:e ヲ 砂1 ト ト 鱗 果

年 ヲ ノ ナ三産効旬］稼泊 ミJ ナ ヨ ナ、



事〆宮...、 ヱナ J、火基九 l' Jν 年 一・．

九i。肥業 ，v 地山ツ州

、
事 毛 同於

千 百i 周~震ノキ火 業備四 タ

都）温 原ノト敷足山 横能 寸 JV

山 ナ 泉料 ア ナ 甚ラ欄 張ク 年水

ヲ , 岳 ト ') ') タサ査 中三 一喧 害
、

中 ト ト 十 加成 多 JV 一ー 百 J、 ノ

央 ス .A ノV 之 J、 クヲ J、白ア 貰牛蜘
、、

附双 以昆火即温 屯 活補佐） ν
"' ロ チ泉ノ近砂火ヒ藤 J、上金~

E 先岳亦＝払－山 7 技｝L本ヲ山

トツ J、 少 J、岩ト 漸師 卵、l牒産ノ＆

セ鳥ニヵ温ヲ 郁衣之火ニセ産産

/V 甲倒 フ 泉下 J乳業チ山於 ') 額 額

降へ歩摺調ヶ
、

一山 ， 1’ ~ ヲ 而ノ 一ー、 、
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